
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

８月は「フーテンの寅さん」とゆかりの深

い月です。国民的映画『男はつらいよ』の

第１作目が公開されたのは１９６９年８

月。寅さんを演じた渥美清さんが亡くな

ったのは１９９６年８月。寅さんがお盆

にふらっと柴又まで帰って来ることはも

うありませんが、今でも空の上で自由気

ままな旅を続けているのでしょうか。 

税理士法人早川・平会計 

〒101-0048  

東京都千代田区神田司町 2-10 安和司町ビル 2Ｆ 

電話：03-3254-2171 ＦＡＸ：03-3254-2174 

http:// www.ht-tax.com  

mail：y.taira@ht-tax.com 

【「モノ」ではなく「価値」を売る書店】 

「１万円選書」とは北海道砂川市の「いわた書店」が展開する「１万円の予算で店主が

厳選した本を販売する」サービスです。注文には読書履歴や過去の体験、人生観などを

問うカルテの記入が必須で、店主の岩田さんはカルテをもとにそれぞれに合った本を

厳選します。本のプロフェッショナルが丁寧に選んだ良書と出会えるだけでなく、個

人の人生に寄り添う選書のプロセスが評判です。依頼者の人生と向き合う究極のワン

トゥワンマーケティングが成功の秘訣でしょう。 
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税
」
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通
帳
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る
？
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し
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さ
れ
る
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れ
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れ
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れ
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れ
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や
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れ
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れ
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あ
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収
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５
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収
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っ
て
い
る
通
帳
に
お
い
て
も

課
税
さ
れ
て
い
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す
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融
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収
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目
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け
れ
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り
ま
せ
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す
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銀
行
な
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Ｔ
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金
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ー

ビ
ス
を
融
合
し
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ン
テ
ッ
ク
の
発
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に
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パ
ー
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ス
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が
す
す
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行
コ
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ど
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務
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一
方
、
利
用
者
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通
帳
を
持
ち
歩
く 

必
要
が
な
く
な
っ
た
り
、
ス
マ
ホ
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か
ら
入
出
金
情
報
を
リ
ア
ル
タ
イ 

ム
で
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す
る
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が
で
き
る
と
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っ
た
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リ
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ト
が
あ
り
ま
す
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し
か
し
、
将
来
は
紙
の
通
帳
の
発
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を
希
望
す
る
と
手
数
料
が
発
生
す
る 

こ
と
に
な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
今
後
、
Ｉ
Ｔ
や
Ａ
Ｉ
な
ど
の
発

展
に
よ
り
さ
ま
ざ
ま
な
こ
と
が
変
化
し
、
そ
れ
に
伴
い
税
制
も
変

化
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
で
し
ょ
う
。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【フーテンの寅さんから商売を学べ】 

 

「わたくし、生まれも育ちも東京葛飾柴又です。帝釈天で産湯を使

い、姓は車、名は寅次郎。人呼んでフーテンの寅と発します」。 

テンポの良いおなじみの名セリフを懐か 

しく思い出す方も多いでしょう。22 年前 

に渥美清さんが亡くなったとき、フラン 

スのル・モンド誌は「下町の英雄、寅さ 

ん逝く」と題した渥美清さんの評伝を掲 

載しました。鞄ひとつで日本全国を気ま

まに旅する寅さんは、日本人が憧れる「小さな自由」を映画の中で

具現していると述べ、寅さんを演じた渥美さんを「劇中の人物にな

りきったまれな役者」と高く評価しました。寅さんのあの自由さは

どこからやって来るのか。「フーテン」とは仕事も学業もしないで

ブラブラしている人のことですが、寅さんは、実はたいした商売人

だったのではないでしょうか。『男はつらいよ 拝啓車寅次郎様』に

こんなシーンがありました。靴の会社で営業をしているおいっ子

の満男が、仕事がつまらないと愚痴をこぼします。それを聞いた寅

さんは、そのへんにあった鉛筆を満男に渡して「オレに売ってみ

な」と言うのです。満男はしぶしぶと「この鉛筆を買ってください」

と寅さんにセールスをします。「消しゴム付きですよ」と特長をア

ピールしますが「僕は字を書かないから鉛筆なんて必要ありませ

ん」とすげなく断られてしまいます。満男が「こんな鉛筆は売りよ

うがない」とさじを投げると、寅さんは満男から鉛筆を取り上げて

「この鉛筆を見るとな、おふくろのことを思い出してしょうがね

ぇんだ」と、鉛筆にまつわる話をしみじみと語り始めました。もち

ろん即興の作り話ですが、これが実にうまいのです。細い目をもっ

と細めて、本当に懐かしそうに鉛筆を見ながら情感たっぷりにあ

の名調子で語ると、その場にいた家族全員が寅さんの話に心を奪

われ、みんなその鉛筆が欲しくなってしまうのでした。鉛筆を「モ

ノ」として売ろうとした満男と、鉛筆の「価値」を伝えた寅さん。

つまり寅さんは、物を売るとはどういうことかを満男に実演して

見せたのです。「どんな価値を付けるのか」今一度、自身の商売を

見つめ直してみたいですね。 

【10 年後の仕事図鑑】 
「人間の仕事の半分を機械に奪わ
れる」という英国の大学教授の論文
が話題になりました。本書ではＡＩ
にも他人にも簡単 
に代替されない、 
希少価値が高く複 
雑な仕事を行う戦 
略について熱く語 
られています。 
未来が期待にあふ 
れる一冊です。 

全体的に緊張感に欠

け、うっかりミスが目

立つ月。慣れた仕事で

も何度もチェックする

よう心掛けましょう。 

職場の環境や人間関係

などでネガティブ思考

に陥りやすい月です。

やるべき事を淡々とこ

なすことが大切です。 

これまで努力してきた

人にとっては良い成果

が期待できる運勢。和

を意識して協力するこ

とでさらに吉運ＵＰ！ 

新しいアイデアが浮か

びやすい今月は、企画

関係は大吉です！ささ

いなミスを犯さないよ

う見直しは念入りに。 


